























動機づけの低下 (Dweck & Reppucci, 1973)，無力感 (Seligman, 1972)，あるいは抑うつ症状 (Abramson, 
Seligman, & Teasdale, 1978)をもたらす可能性もある。一方，課題遂行のレベルの高さを示すポジ
ティブ・フィードバックは，自分の行動の正しさを認識させ，自己効力感，自信，あるいは動













































































































散分析を行った。その結果，自尊感情の有意な主効果のみが認められた (F(1, 69)=31.18, p<.01)。
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評価基準のずれの条件に関わらず，自尊感情













項目内容 F1 F2 F3 共通性
F1: 喜び (α=.92)
　陽気な .99 .30 -.17 .71
　楽しい .87 .13 -.15 .65
　充実した .80 -.02 .16 .69
　愉快な .69 -.03 -.12 .52
　嬉しい .64 -.33 -.06 .78
　誇らしい .63 -.21 .11 .60
　やる気に満ちた .61 .03 .21 .41
　安心した .54 -.27 .01 .54
　照れくさい .51 -.29 .22 .54
F2: 不快 (α=.87)
　不愉快な .09 .93 .13 .86
　いらいらした .10 .89 .10 .75
　不満な -.15 .62 -.03 .51
　嬉しくない -.35 .47 .02 .54
F3: 動揺 (α=.74)
　驚いた .09 -.17 .67 .44
　信じられない .03 .07 .63 .42
　自信がない -.16 .07 .61 .43
　プレッシャーだと感じる -.15 .21 .50 .35
　気が引ける -.12 .24 .47 .39
因子間相関
　F2: 不快 -.60
　F3: 動揺 .04 .28
表1
条件ごとの自尊感情得点の平均値
自尊感情 評価基準のずれ n 平均 SD
高 有 17 45.53 5.04
無 17 43.47 4.16
低 有 20 23.90 5.03











効果が認められた (F(2, 138)=9.24, p<.01)。多重




評価基準のずれ「有」条件 (M=3.42, SD=0.48)の方が「無」条件 (M=2.96, SD=0.49)よりも「不快」
の平均値が有意に高かった。自尊感情と感応的反応の種類との交互作用も有意であった(F(2, 138)=4.70, 
p<.05)。下位検定の結果，「動揺」における自尊感情の単純主効果が有意であり(F(2, 138)=3.08, p<.05)，
自尊感情低群 (M=3.50, SD=0.44)の方が高群 (M=2.96, SD=0.48)よりも「動揺」の平均値が有意
に高かった。
さらに，2次の交互作用も有意であった (F(2, 138)=4.28, p<.05)。下位検定の結果，評価基準の
























項目内容 F1 F2 F3 共通性
F1: 自己価値の高揚感 (α=.83)
　居心地が良い－悪い .90 -.04 -.01 .78
　自信が出てくる－なくなる .84 -.08 -.11 .60
　手放しで喜べない－喜べる -.69 .08 .09 .48
F2: 評価への疑念 (α=.75)
　相手は本音を言っていない－言っている -.06 .73 .02 .49
　偶然である－当然である -.04 .61 .01 .34
　自分は優れてはいない－優れている -.21 .52 .11 .36
F3: 評価者への疑念 (α=.74)
　相手が自分を妬んでいる－尊敬している -.17 .05 .71 .46
　自分の評価は下がっている－上がっている -.14 .11 .63 .38
　馬鹿にされた－認められた -.19 .06 .53 .33
因子間相関
　F2: 評価への疑念 -.47














また，自尊感情と認知的反応の種類との有意な交互作用が認められた (F(2, 138)=3.70, p<.05)。
下位検定の結果，「評価への疑念」における自尊感情の単純主効果が有意であり (F(1, 207)=3.54, 
p<.05)，自尊感情低群 (M=3.55, SD=0.50)の方が高群 (M=3.10, SD=0.44)よりも「評価への疑念」
の平均値が有意に高かった。さらに，「評価への疑念」における評価基準のずれの単純主効果
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